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下巻・「第８ すみつの法・桶に升積次第」 

 

はじめに 

 今回は、円錐台の形の容器（桶）の容積ですね。数学では、円錐などの錐形の体積は

「底面の面積×高さ÷３」の公式で求めてきました。江戸時代にはこの公式が成立する

のか、それとも新たな定数が出てくるのかがポイントです。どのようにして求めたのか 

を読み解いていきます。 
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現代語訳です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 原文には問が書かれていませんでしたので、現代語訳のように問をつくりました。あ

らためてここに書き出します。 

  口の直径が２尺２寸、底の直径が１尺８寸、深さが３尺の桶があります。この桶の

容積はどれだけですか。 

問は、これで間違いはないと思います。答えは、 

  １石４斗７升８合１勺です。 

 

２．解くぞ！ 

  口の直径の２尺２寸どうしをかけると１寸の 

  まは４８４あります。また底の直径の１尺８ 

  寸どうしをかけると３２４です。この２つを 

  足すと８０８となり、これを２で割ると４０ 

  ４となります。 

 口と底との一辺どうしを、それぞれかけ合して 

います。 

  ２２×２２＝４８４ 

  １８×１８＝３２４ 

これは、口と底それぞれの直径を一辺とする正方形の面積を求めていますね。そして、

それぞれを合わせて２で割っています。 

  （４８４＋３２４）÷２＝８０８÷２ 

             ＝４０４ 
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 これで、この桶の口と底それぞれの直径を一辺とする正方形の面積が求められたこと

になります。 

 次です。 

  口と底の直径を合わせると４尺で、これを２で 

  割ると２尺です。これをかけ合わせると、１寸 

  のまは４００です。４０４から４００を引くと 

  ４のすみつとなります。 

 口と底の直径を合わせて２で割るので、直径の平均 

が求められます。それをかけ合わせるので、その正方 

形の面積が求められました。それが、 

  ２．２＋１．８＝４ 

  ４÷２＝２ 

  ２×２＝４（尺２）＝４００（寸２） 

ですね。 

 前ページの桶の口と底それぞれの直径を一辺とする正方形の面積から、桶の平均の直

径を一辺とする正方形の面積をひいています。 

  ４０４－4００＝４ 

これが「すみつ（濟統）」だと言うのです。 

 そして、 

 これを法３で割ると１．３３３３となり、これに引いた４００を加えて、４０１．３

３３３となります。 

 「法３で割る」とありますが、この「法３」こそ「すみつの法３」なんです。 

円柱や四角柱の体積：円錐や四角錘の体積＝３：１ 

の関係なので、「すみつの法３」とは、〇柱の体積から〇錐の体積を求める時の定数の

ことです。だから、誤差の４をこのすみつの法３で割ると、四角柱から四角錘の体積の

誤差が求められるのです。 

  ４÷３＝１．３３３３・・・ 

     ≒１．３３３３ 

桶の平均の直径を一辺とする正方形の面積＋１．３３３３＝４００＋１．３３３３ 

                          ＝４０１．３３３３ 

これが、求める立体（正四角柱）の平面積です。 

 

 これに深さ３尺をかけると１寸の丸坪１２０８０となります。これに円法７．９をか

けると１寸の坪９５１１．６です。これに今升の法１５．５４をかけると、１石４斗

７升８合１勺となります。 

 

２尺２寸 

１尺８寸 
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 平面積に深さをかけるので、正四角柱の体積が求められます。 

  ４０１．３３３３×３０＝１２０３９．９９９ 

             ≒１２０４０ 

おっと、本文の「１２０８０」ではありませんなぁ。田原嘉明の計算ミスか。 

「１２０８０」でまいります。 

 元の立体は桶（円錐台）なので、正四角柱の体積に、「円方０．７９」をかけます。 

  １２０８０×０．７９＝９５４３．２ 

 おっと、今度は本文の「９５１１．６」にならない。やはり「１２０４０」でまいり

ましょうか。 

  １２０４０×０．７９＝９５１１．６ 

やはり、「１２０４０」が正しい。 

 これが体積なので、これに、「今升の法１５．５４」をかけます。 

  ９５１１．６×１５．５４＝１４７８１０．２６４ 

              ≒１４７８１０ 

              ＝１石４斗７升８合１勺 

と求められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


